
　家電製品からビル用のエアコンなどの産業用製品
まで幅広い製品を手掛けるパナソニック株式会社ア
プライアンス社の大泉拠点は、ナチュラルチラー（大
型設備の空調などに用いる、水を用いたノンフロン空
調システム）やガスヒートポンプエアコン（GHP）、冷
蔵・冷凍関連製品など、省エネ・低CO₂に役立つ環境
配慮型機器の国内最大級の製造拠点である。1959
年に東京三洋電機株式会社として設立、4,000人以
上が従事する。人気上昇中のラグビーチーム「パナソ
ニックワイルドナイツ」のメンバーも在籍している。歴
史はあるが建物の開放的なデザインや大型の掃除ロ
ボットの稼働などから先進的な印象を受ける。
　導入したコージェネレーション設備はエネルギーコ
スト削減と環境負荷低減を目的とした7,800kWの
BCP対応機種であり2020年11月から稼働している。
排熱回収に用いられるジェネリンクなどはここで生産
された製品である。

コージェネ導入のポイント
BCP対応（停電時の備え）
コージェネ・再生可能エネルギーによる省エネ・低炭素化
電力ピークカット

1
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チャレンジする大型ガスエンジン・コージェネレーションは
カーボンニュートラル達成を目指す

パナソニック株式会社
アプライアンス社 大泉拠点

■ 施設概要
所 在 地 群馬県邑楽郡大泉町坂田1-1-1
敷 地 面 積 約960,000㎡
面 積 建築面積：440,000㎡／延床面積：80,120㎡
設 立 1959年
コージェネ稼働 2020年11月竣工

A p p l i a n c e s  C o m p a n y  ,  P a n a s o n i c  C o r p o r a t i o n
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取材・文：小松通憲

ナチュラルチラー（2,215kW×2台）

SDGs コージェネ
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コージェネ導入事例

目
標
と
導
入

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
２
０
３
０
年
ま
で
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
お
り
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
の
導
入
は
そ
の
取

　

本
設
備
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
国
内
拠
点
で
初

の
契
約
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
（
東
京
ガ
ス
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
が
シ

ス
テ
ム
設
計
、
施
工
、
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
を
一
括
で
提
供
し
、
基
本
15
年
間
の

契
約
で
イ
ニ
シ
ャ
ル
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス

ト
が
平
準
化
（
固
定
）
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
の
ヘ
リ
オ
ネ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
で
24
時
間
遠
隔
監
視
し
て
い
る
こ
と
で

安
定
し
た
運
用
が
期
待
で
き
、
魅
力
的
な

サ
ー
ビ
ス
か
も
し
れ
な
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
今
後

　

今
回
の
Ｃ
Ｇ
Ｓ
設
置
に
伴
い
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

策
の
一
つ
と
し
て
空
冷
ラ
ジ
エ
ー
タ
を
採
用
。

空
冷
ラ
ジ
エ
ー
タ
は
基
本
的
に
補
給
水
を
必

要
と
し
な
い
た
め
断
水
時
に
お
い
て
も
運
転

が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
太
田
都
市
ガ
ス
の

中
圧
ガ
ス
導
管
は
災
害
に
強
く
安
定
供
給
が

見
込
め
る
た
め
、
長
期
停
電
時
も
電
力
と
蒸

気
の
供
給
が
可
能
で
あ
る
。
夏
季
ピ
ー
ク
時

に
お
い
て
も
十
分
な
電
力
を
確
保
で
き
、
生

産
継
続
も
可
能
と
計
画
し
て
い
る
。
災
害
時

に
は
普
段
利
用
し
て
い
る
カ
フ
ェ
を
危
機
管

理
室
と
し
て
機
能
さ
せ
、
防
災
備
蓄
品
の
管

理
や
停
電
時
に
は
Ｃ
Ｇ
Ｓ
の
電
力
を
活
用
し

避
難
場
所
と
す
る
こ
と
や
、
災
害
時
の
受
け

入
れ
も
検
討
し
て
い
る
。

　

現
在
は
大
泉
拠
点
で
の
自
家
消
費
の
み
で

ガスエンジン・コージェネレーションシステム（7,800kW×1台）

■ エネルギーフロー図

ガスエンジン・
コージェネ
（7,800kW）
ｘ1台

都市ガス
（13A
中圧A）

排ガス

（90℃）

電力

ボイラ給水

排熱回収
蒸気ボイラ

（0.78MPa） （既存）

ナチュラル
チラー

貫流ボイラ（既存）
（0.78MPa）

熱交換器

空冷ラジエータ

蒸気

温水
給湯

暖房

生産
ライン

温水回収効率
20.5％

蒸気回収効率
15.6％

発電効率48.5％

冷却水

（400℃）

動力、照明

り
組
み
の
一
環
で
あ
る
。
以
前
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
Ｃ
Ｇ
Ｓ
を
使
用
し
て
い
た
が
、
今
回
の
導

入
計
画
の
際
に
は
、
排
熱
を
い
か
に
利
用
で

き
る
か
に
主
眼
を
お
い
た
。
導
入
し
た
Ｃ
Ｇ

Ｓ
の
出
力
は
７
８
０
０
kW
、
年
間
消
費
電
力

の
約
60
％
を
賄
う
。
導
入
に
合
わ
せ
て
契
約

電
力
を
見
直
し
電
気
料
金
の
削
減
に
つ
な

が
っ
た
。
排
出
Ｎ
Ｏ
ｘ
は
２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
程

度
で
あ
り
な
が
ら
発
電
効
率
は
48
・
５
％
と

高
効
率
で
あ
る
。
排
熱
を
有
効
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
前
年
比
で
約
17
％
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
削
減
を
実
現
す
る
。
排
熱
回
収
蒸
気
ボ
イ

ラ
で
蒸
気
を
作
り
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ラ
ー
を
駆

動
、
冷
熱
を
工
場
の
空
調
に
使
用
す
る
他
、

給
湯
や
暖
房
及
び
生
産
ラ
イ
ン
に
も
使
用
す

る
。
さ
ら
に
排
温
水
は
ボ
イ
ラ
給
水
の
加
熱

に
利
用
さ
れ
、
排
熱
回
収
効
率
36
・
１
％
で

総
合
効
率
は
84
・
６
％
で
あ
る
。

運
用
と
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ

　

蒸
気
を
多
く
使
用
す
る
事
業
所
で
あ
る
た

め
貫
流
ボ
イ
ラ
も
併
用
し
て
い
る
。
試
験
設

備
で
も
蒸
気
を
使
用
す
る
そ
う
だ
。
熱
利
用

を
第
１
と
し
て
い
た
が
結
果
的
に
電
力
負
荷

の
バ
ラ
ン
ス
も
良
か
っ
た
。
年
間
を
通
し
て

運
用
し
工
場
の
稼
働
状
況
に
伴
わ
せ
停
止
期

間
を
設
け
て
い
る
。
年
間
の
負
荷
変
動
は
生

産
負
荷
の
変
動
よ
り
も
空
調
負
荷
の
変
動
の

方
が
大
き
い
と
い
う
。
休
日
や
電
力
負
荷
が

下
が
れ
ば
停
止
す
る
。

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
燃 料 種 別 都市ガス（13Ａ）　中圧Ａ

定 格 出 力 7,800kW

台 数 1台

効 率

総合：84.6％
発電：48.5％
排熱回収：36.1％

（蒸気：15.6％／温水：20.5％）

温水取出温度 約90℃

そ の 他 BOS対応

あ
る
が
将
来
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
融

通
、
他
事
業
所
へ
の
自
己
託
送
な
ど
新
た
な

こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
検
討
し
て
い
る
。

自
己
託
送
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で
Ｃ
Ｇ
Ｓ

は
有
効
な
手
段
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
工
場

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
見
直
し
を
含
め
増
設
の

検
討
も
視
野
に
い
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　

今
後
、
大
泉
拠
点
が
低
炭
素
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
へ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
内
に
留
ま
ら
ず
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
拠
点
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
期

待
が
膨
ら
ん
だ
。
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